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スーダン型ソルガム品種「涼風」安定栽培のポイント 

［要約］「涼風」の安定栽培には、５月中～下旬の播種作業、播種後の覆土、出穂始期での刈取

りが重要である。さらに播種作業に鎮圧を加えることで発芽率が向上する。 
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［背景・ねらい］ 
スーダン型ソルガム品種「涼風」は、収量性・品質に優れロールベーラ体系での収穫が可能

であるので、夏作用飼料作物としての活用が期待できる。しかし本県では、一般的な牧草と異

なり、スーダン型ソルガムの具体的な栽培法は示されていなかった。そこで安定栽培の方法に

ついて検討した。 
 
［内容］ 
１ 播種作業は５月中～下旬に行う。６月に播種すると２番草の収量が大幅に低下する（図１、

図２）。 
２ 出芽数を向上させるため、耕起・播種後にロータリー、ディスクハロー等による覆土（３

～５cm 程度）を行う（表１）。覆土が厚いと出芽数が低下する。 
３ 播種前と覆土後に鎮圧を加えると、更に出芽数が向上するとともに初期生育が良くなり、

稈径が細くなる（表１）。 
４ 窒素施肥量は堆肥からの窒素供給を含めて 14kg/10a程度（１番草７kg/10a、２番草７kg/10a）
とする（データ略）。窒素施肥量が多すぎると硝酸態窒素の危険性が増すほか、土壌が劣化（土

壌 pH の低下等）する。施肥は播種前後、覆土後、鎮圧後いずれでもよい。 
５ 刈取収穫は「涼風」が出穂始期（概ね８月上旬）に行う。刈遅れても年間収量は変わらな

いが、CP が減少し、NDF、ADF、ADL が増加することにより飼料価値が低下する（表２）。 
６ 硝酸態窒素含量は刈取時の葉色の SPAD 値（最長葉の中心部で測定：10 個体以上）により

大まかに推定することができる（図３）。SPAD 値が 35 以下であれば硝酸態窒素含量は

1,000ppm 以下に収まる。 
 
［導入効果］ 
「涼風」の安定・多収栽培が可能となる。 

 
［導入対象］ 
ロールベーラ体系を所有する酪農経営、飼料生産コントラクター 

 
［留意点］ 
１ 播種方法は散播とし、播種量は６kg/10a 程度とする。 
２ 堆肥を施用していないほ場で栽培する場合は、カリ肥料を成分量として各番草あたり

10kg/10a 以上施用する。 
３ 永年草に比べ収穫物に土砂が混入しやすいので、予乾作業では過度な反転は避ける。 



［具体的データ］ 
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図１ スーダン型ソルガム「涼風」安定栽培のポイント 

表１ 播種工程と出芽数・初期生育・稈径 

表２ 刈取ステージと 1番草飼料成分 
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図３ SPAD値と硝酸態窒素含量の関係 
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